
良
忠
上
人
撰

『決
答
授
手
印
疑
問
抄
』
を
め
ぐ
る

一
考
察

一
、

は

じ

め

に

本
稿

は
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
述

べ
て
き
た
初
重

『往
生
記
』
・
二
重

『授
手
印
』
・
三
重

『領
解
抄
』
に
つ
い
て
の
拙
論
を
受
け
、
浄
土
宗

の

五
重
相
伝

の
四
重
伝
書
に
据
え
ら
れ
た
良
忠
上
人

(以
下
、
祖
師
の
尊
称

を
略
す
)
撰

『決
答
授
手
印
疑
問
抄
』
(以
下
、
『決
答
抄
』
と
記
す
)
の
理

解
に
お

い
て
留
意
す
べ
き
点
に

つ
い
て
言
及
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
は

い
え

『
決
答
抄
』
は
、
『往
生
記
』
や

『領
解
抄
』
の
お
よ
そ
十
倍
、

『授
手
印
』
の
お
よ
そ
三
倍
と
大
部
で
あ
る
た
め
、
そ
の
全
体
を
等
し
く

概
観
す
る
こ
と
は
な
し
え
な

い
。
そ
こ
で

『決
答
抄
』
撰
述
の
縁
起
が

記
さ
れ
る
序
文
と

『授
手
印
』
題
号
や
序
文
に
つ
い
て
の
問
答
を
取
り

上
げ
、
良
忠
に
よ
る
本
書
撰
述
の
意
図
に
注
目
し
た
い
。
ま
た
、
そ
の

勧
誠
に
お
い
て
中
心
と
な
る
二
河
白
道

の
譬
喩
を
取
り
上
げ
、
そ
の
教

学
的
意
義
を
考
察
し
、
浄
土
宗
義
理
解

の
基
本
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

二
、
『
決
答
授
手
印
疑
問
抄
』
撰
述
の
意
図

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第

一
号

平
成
十
七
年
十
二
月

林

田

康

順

康

元

二

(
一
二
五
七
)
年

、

良

忠

五

十

九

歳

の
時

、

お
よ

そ

一
カ
月

に

及

ぶ
在

阿

と

の
問

答

を

記

し

た

の
が

本

書

で
あ

り

、

そ

の
序

文

に
自

身

に

よ

る
述

作

の
縁

起

が

述

べ
ら

れ

て

い

る
。

こ

の
縁

起

は

四
重

勧

誠

に

お

い
て
詳

細

に
語

ら

れ

る
内

容

で
あ

り

、

本

書

理

解

の
上

で
も

必

要

不

可

欠

で
あ

る

こ
と

か

ら

、

そ

の

一
部

を

引

用

し

つ
つ
、

若

干

の
解

説

を

試

み

て
良

忠

の
思

い
を
確

認

し

た

い
。

ま

ず

、
在

阿

を
通

じ

た
道

遍

に

よ

る
次

の

一
節

で
あ

る
。

三
心
念
仏

の
義
、
曲
し
く
訓
化
を
蒙

る
こ
と
、
歳

月
す

で
に
久

し
。
然

る
に
(法

然
)
上
人
鶴
林

の
後

、
年
来

浄
土

の
学

者

に
遇
う
と

い
え

ど
も
、
そ

の
詞

は

一
字

も
先
聞

に
似
ず
。
所
謂
、
昔
、
宇
都
宮

の
禅
門

に
誘
引
せ
ら
れ
て
、
一
日
、

善
恵

上
人
の
三
心

の
義
を
聞
く

に
、

一
字

一
言
も
相
伝

の
義

に
非
ず

(中
略
)

ま
た
長
楽
寺

の
律
師

、
四
十
八
日

の
別

時
を
修
し

て
、
十
六
段

の
奥
旨
を
講

ず
。

す
な
わ
ち
愚
身

を
以

て
そ

の
証
誠

と
為
す
。
然

れ
ど
も
し
か
も
、
上
人

「
の
意

に
非
ざ

る
が
故

に
、

証
誠
す

る

こ
と
能

わ
ず
。

(『
浄
土
宗
聖
典
』
五

・

二
九
三
)

こ
の
よ

う

に
道

遍

は
、

法

然

か

ら

学

ん

だ

「
三
心

(具
足

の
本
願
)
念

仏

の
義

」

に
対

し

、
自

称

浄

土

教

者

に

よ

る

さ
ま

ざ

ま

な

説

示

は
似

て
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良
忠
上
人
撰

『決
答
授

手
印
疑
問
抄
』

を
め
ぐ
る

一
考
察

(林

田
)

も

似

つ
か
な

い
も

の
で
、

証

空

の
説

く

三
心

理

解

や

隆

寛

に

よ
る

『
選

択

集

』
講

説

も

例

外

で

は
な

い
と

指

摘

し

て

い
る
。

ま

た

良

忠

は

、

師

聖

光

の
言
葉

を

次

の
よ
う

に
伝

え

て

い
る
。

(
聖
光
)
上
人
、
善
導
寺

の
塔

に
在
し

て
、
聖

護
房
を
遣

わ
し

て
、
愚
昧

を

召

し
て
、
付
属

し
て
云
く
、
「我
が
義
、
汝
に
付

す
。
汝
、
来
世

に
伝

う
べ
し
。

故
上
人

の
門
徒

の
中

に
愚

人
多

く
、
上
人

の
御
義
を
黷

す
。
予

が
門
人

も
ま

た
爾
る

べ
し
。
学

生
に
非
ざ

る
よ
り
は
、
師

の
説
を
伝
え
難
き
故

な
り
」

と
。

そ

の
外
、
諸
人

に
向
か
う
ご
と

に
、
愚
昧
を
指
し

て
、
人

に
示
し

て
云
く
、
「弁

阿
亡
じ

て
の
後
は
、
法
門

の
事

は
然
阿

に
問
わ

る
べ
し
。
然
阿

は
こ
れ
、
弁

阿
が

こ
れ
盛
年

に
成

れ
る
な
り
」

と
。

(『
同
前

』
五

・
二
九
六
)

聖
光

は
、

法

然

・
聖

光

門

下

の
多

く

が

自

身

の
独
善

的

理

解

で
念

仏

法

門

を

解

釈

し

て
し

ま

う

き

ら

い
が

あ

る

こ

と

を
危

惧

さ

れ

て

い
た
。

す

な

わ
ち

、

聖

光

の
眼

に
は

、

聖

道

浄

土

二
門

判

を

踏

ま

え

、

法

然

に

よ

る
偏

依

善

導

一
師

の
真

意

を

熟

知

し
た

上

で
、
指

方

立
相

・
西
方

十

万

億

仏

土

の
極

楽

浄

土

へ
の
往

生

乃

至

倶

会

一
処

と

そ

こ

で

の
成

仏

、

五

劫

思

惟

・
長

載

永

劫

・
本

願

成

就

・
十

劫

正

覚

の
阿
弥

陀

仏

、

選

択

本

願

・
三
仏

同

心

の
称

名

念

仏

を

所

求

・
所

帰

・
去

行

に
据

え

た
宗

義

の
体

系

を

誤

り

な

く

相

承

し

て

い
る
者

が
あ

ま
り

に
も

少

な

い
と

映

っ

た

の
で
あ

ろ

う
。

こ
う

し

た
聖

光

の
見
解

は

、

既

に
拙

稿

に

お

い
て
言

及

し

た

『
授

手

印

』

に

お

け

る
聖

光

の
姿

勢

か

ら

も

う

か

が

え

る
。

す

な

わ

ち

『
同

』

「序

文

」

に

お

い
て

「
(法

然
)

上

人

往

生

の
後

に

は
、

そ

の
義

を
水

火

に
竫

い
、

そ

の
論

を
蘭

菊

に

致

し

て
、

還

っ
て
念

仏

の
行

を

失

っ

て
、

空
し
く
浄
土
の
業
を
廃
す

(中
略
)
徒
ら
に
称
名
の
行
を
失
す
る
こ
と

を
悩
き
、
空
し
く
正
行
の
勤
め
を
廃
し
ぬ
る
こ
と
を
悲
し
ん
で
、
か
つ

う
は
然
師
報
恩
の
為
、
念
仏
興
隆
の
為
に
、
弟
子
が
昔

の
聞

に
任
せ
、

沙
門
が
相
伝
に
依

っ
て
、
こ
れ
を
録
し
て
、
留
め
て
向
後
に
贈
る
」
(『同

前
』
五
・
二
二
四
)
と
述
べ
、
宗
祖
門
下
に
お
け

る
念
仏
相
続
を
軽
視
す

る
異
義
の
興
盛
を
悲
し
み
、
ま
た

『同
』

「裏
書
」
に
お
い
て
は

「近
代

の
人
人
、
学
文
を
先
と
為
し
て
、
そ
の
称
名
を
ぼ
物
の
員
に
せ
ず
。
こ

れ
す
な
わ
ち
邪
義
な
り
。
邪
執
な
り
。
無
道
心

の
人
な
り
。
無
後
世
心

な
り

(中
略
)
已
上

の
三
義
、
こ
れ
邪
義
な
り
。
必
ず
必
ず
全
く
、
こ

れ
法
然
の
義
に
は
非
ず
。
梵
釈
四
王
を
以
て
証
と
仰
ぎ
奉
る
。
三
義
と

も
に
学
文
を
為
さ
ざ
る
の
無
智
の
僧
達
の
愚
案
な
り
。
僑
慢
僑
慢
な
り
。

善
導
の
御
釈
に
相
応
せ
ざ
る
の
義
な
り
。
心
有

る
人
、
能
く
能
く
善
導

の
御
釈
を
見
て
思
う
べ
し
。
今
現
文
の
義
を
捨

て
無
文
の
義
を
出
せ
り
。

す
で
に
現
文
に
違
し
、
ま
た
古
の
行
に
も
背
く
有
り
」
(『同
前
』
五

・
二

四
六
)
と
述
べ
、

一
念
義

・
西
山
義

・
寂
光
土
往
生
義
の
三
義
に
対
し
、

念
仏
相
続
を
軽
ん
じ
る

「邪
義

・
邪
執
」
で
あ
る
と
強
く
戒
め
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
聖
光
は
、
法
然
の
遺
文
に
も
見
出

せ
な
い

「宗
義

・
行
相
」

と
い
う
区
分
を
あ
え
て
創
設
し
、
念
仏
相
続
の
重
要
性
を
強
く
主
張
し

た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
『決
答
抄
』
序
文
に
あ
る
よ
う
に
、

こ
う
し
た
聖
光
の
姿
勢

を
良
忠
が
継
承
し
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
聖
光

・
良
忠
両
上

人
と
証
空
等

の
間
に
は
、
深
い
溝
が
横
た
わ

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
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れ

は

『
授

手

印

』
題

号

や
序

文

に

つ
い
て

の
良

忠

の
回
答

に
も
伺

え

る
。

ま
ず

、

前

者

に
お

い

て
良
忠

は
師
聖

光

の
次

の
言

葉

を

示

し

て

い
る
。

(法
然

)
上

人
御
往

生

の
後
、

一
念
義

と
云

う
事
、

繁
昌

せ
し

よ
り
已
来
、

小

坂
の
弘

願
義

、
世

に
興
る
に
至

っ
て
、
人
、
皆

、
先

師

の
御
遺
誠

に
背
き
、

多

く
は
念

仏

の
行
を
廃
す
。
然

る
に
弁
阿
、
先
師

の
御
教
訓

を
守

っ
て
、
毎

日
六
萬
遍
、
畢
命

を
期

と
為
す
。

(『
同
前
』
五

・
二
九
七
)

こ

こ

で
聖

光

は
、

一
念

義

や

弘

願

義

が

法
然

の
遺

誠

に
背

い

て

い
る

こ
と

を

い
た

く

哀

し

ま

れ

て

い
る

。

ま

た
後

者

に

お

い

て

も
、

こ
れ

と

ほ
ぼ

同
趣

旨

の
次

の
よ

う
な

回
答

が

な

さ
れ

る
。

一
念
義

・弘
願
義

を
立

て
る
輩
、
数
遍
を
廃
す
。

こ
の
義

を
痛

ん
で

『授
手
印
』

を
作

る
な
り

と
申

さ
れ
候

う
。

次

に
相
伝

の
条

は
、

「近
代

興
盛

の
義
、
と

も

に
全
く
先

師

の
御
義
に
は
非
ず
。
而

る
に
相
伝

と
号
す

る
事

は
、

一
向
虚

言
な
り
」
と
先
師

は
申

さ
れ
候
う
な
り
。

(『
同
前
』
五

・
二
九
九
)

こ

こ

で
も

良

忠

は
、

師

の
言

説

を

依

り

ど

こ

ろ

と

し

て
、

]
念

義

や

弘

願
義

の
教

え

に
対

し
念

仏

を
廃

す

る
教

え

で
あ

る

と
主

張

し

て

い
る
。

と

り

わ

け

、

先

述

し
た

『
決

答

抄

』
序

文

の
中

に
あ

る

「善

恵

上

人

の
三
心

の
義

」

と

い

っ
た

端

的

な
表

現

に

よ

っ
て
も

明

ら

か
な

よ

う

に
、

三

心

理
解

の
根

本

的

な

相

違

が

聖

光

・
良

忠

と

証

空

等

を
隔

て
る

決
定

的

な
要

因

と

な

っ
て

い
る

の

は
明

ら

か

で

あ

る
。

こ
の
点

に

つ
い

て
は
、

既

に

拙

稿

に

お

い
て
詳

述

し

た

が

、

そ

の
概

要

は

次

の
通

り

で

あ

る
。

す
な

わ

ち

、

『
領

解

抄

』

に

お

い

て
良

忠

が
、

師

聖

光

に

よ

る
三
心

の
四

句

分

別

の
姿

勢

を
継

承

し

、
十

六

種

に

及

ぶ

詳

細

か

つ
綿

密

な

三
心

の

良
忠
上

人
撰

『
決
答
授
手
印
疑
問
抄
』

を
め
ぐ

る

一
考
察

(林

田
)

四
句
分
別
を
説
示
さ
れ
た
意
図
は
、
本
覚
思
想

に
立
脚
し
て
法
然
の
教

え
を
曲
解
し
、
そ
の
必
然
的
な
結
果
と
し
て
三
心
を
発
す
主
体
を
仏
の

側
に
求
め
よ
う
と
し
た
門
下

の
異
義
に
対
し
、
三
心
は
ど
こ
ま
で
も
衆

生
の
側

(機
辺
)
が
発
し
具
え
る
べ
き
心
で
あ

っ
て
、
仏
の
側

(仏
辺
)

に
そ
れ
を
求
め
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
か
さ
ん
が
た
め
で
あ

り
、
こ
う
し
た
良
忠
の
姿
勢
は
、
善
導

・
法
然

・
聖
光
の
三
心
理
解
の

基
本
を
忠
実
に
継
承
し
て
い
る
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

『決
答
抄
』
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
問
答
数
が
多
く
、
紙
面
を
割
い
て
い

る
の
が
他
な
ら
ぬ
三
心
を
取
り
上
げ
た
箇
所
で
あ
り
、
そ
こ
に
説
か
れ

る
良
忠
の
姿
勢
も
ま
た

『領
解
抄
』
の
姿
勢
を
忠
実
に
踏
襲
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
実
は
、
法
然

の
他
の
門
弟
と
接
触
し
た
在
阿
が
も

っ
と
も

疑
問
を
抱

い
た
点
が
三
心
の
異
解
で
あ
り
、
良
忠
が
も

っ
と
も
意
を
注

が
ね
ぼ
な
ら
な
か

っ
た
点
も
や
は
り
三
心
の
正

し
い
弘
伝

で
あ

っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

以
上
、
良
忠
に
よ
る

『決
答
抄
』
撰
述
の
意
図
は
、
念
仏
相
続
を
軽

視
す
る
法
然
門
下
の
異
義

・
異
説
に
対
し
、
宗
祖
法
然

・
師
聖
光
と
相

伝
し
た
念
仏

の
み
教
え
を
誤
り
な
く
後
世
の
者

に
伝
え
な
け
れ
ぼ
な
ら

な
い
と
い
う
使
命
感
か
ら
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

三
、

二
河
白
道

の
譬
喩

に

つ
い
て

『決
答
抄
』
は
、
自
序
に
続
け
て

『授
手
印
』
の
題
号
と
序
文
に
つ

い
て
の
各

一
問
答
が
配
さ
れ
る
。
さ
ら
に

『授

手
印
』
本
文
に
対
す
る
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宗
義
と
行
相

へ
の

「決
答
」
と
、
奥
図

・
聖
光
行
状
に
つ
い
て
の
各

一

問
答
が
施
さ
れ
た
後
、
流
通
の
心
得
で
あ
る
自
跋

を
も
っ
て

一
部
を
終

え
る
。

こ
れ
ら
全
八
十
二
問
答
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る

『決
答
抄
』
だ

が
、
先
述
し
た
よ
う
に
第
二
十

一
問
答
か
ら
第
七
十
五
問
答
ま
で
が
三

心
を
め
ぐ
る
問
答
で
あ
り
、
問
答
数
の
お
よ
そ
七
割
を
占
め
、

い
か
に

三
心
理
解

の
正
確
さ
が
求
め
ら
れ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
中
、
そ
の
勧
誡

に
お
い
て
必
ず
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
、
次
の
第

四
十
四
問
答
で
あ
る
。

問
う
、
何
が
故
に
三
心
具
足
せ
る
上
に
、
現
世
の
貧
欲
は
強
盛
に
起
り
、
後

世
の
心
行
は
な
お
弱
く
、
覚
え
る
や
。
答
う
、
貧
瞋
は
無
始
串
習
の
法
な
り
。

故
に
強
し
。
願
生
は
今
生
に
始
め
て
励
む
心
な
り
。
故
に
弱
き
な
り
。
他
力

本
願
は
こ
の
時
に
当
た
っ
て
、
利
益
を
施
す
な
り
。
二
河
の
釈
に
吉
吉
見
合

わ
す
べ
き
な
り
。
(『同
前
』
五
・
三
四
六
)

こ
こ
で
在
阿
は
、
た
と
え
三
心
を
具
足
し
て
も
、
現
世
に
執
着
す
る

貧
欲
の
心
が
次
か
ら
次

へ
と
沸
き
起
こ
る
の
に
対
し
、
浄
土
往
生
を
願

う
心
が
弱
々
し
い
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
、
と
問

い
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
良
忠
は
、
貧
欲
や
瞋
恚

の
心
は
は
る
か
無
始

の
彼
方
か

ら
果
て
し
な
く
蓄
積
さ
れ
続
け
て
き
た
も
の
で
あ
る
か
ら
強
固
な
の
に

対
し
、
浄
土
往
生
を
願
う
心
は
今
生
に
お
い
て
は
じ
め
て
発
し
た
心
に

過
ぎ
な

い
の
で
、
は
な
は
だ
脆
弱
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
阿
弥
陀

仏
の
他

力
本
願

の
働
き
は
、
た
と
え
そ
の
よ
う
に
微
弱
な
も
の
で
も
、

衆
生
の
願
往
生
心
の
発
露
を
決
し
て
見
逃
さ
ず
、
こ
の
時
と
ぼ
か
り
に

衆
生
救
済
の
働
き
を
施
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
あ
り
さ
ま
は
、
二
河
白
道

の
譬
喩
に
見
事
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
よ
く
ご
覧
に
な
り
、
そ

の
状
況
と
重
ね
合
わ
せ
て
み
な
さ
い
、
と
回
答
し
て
い
る
。

こ
の
問
答
を
依
拠
と
し
て
、
四
重

の
勧
誡

は
善
導

『観
経
疏
』
「散

善
義
」
に
あ
る
二
河
白
道
の
譬
喩
の
解
説
に
入
る
。
こ
の
譬
喩
は
、
無

始
以
来

の
煩
悩
多
き
私
た
ち
凡
夫

の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
と
浄
土
往
生
を

願
う
念
仏
行
者
が
具
え
る
べ
き
信

の
姿
を
見
事

に
表
現
し
た
も
の
で
あ

る
。
さ
て
、
こ
の
二
河
白
道

の
譬
喩
を
通
じ
て
、
真

っ
先
に
思

い
を
致

す
の
は
、
そ
こ
で
説
か
れ
る
譬
喩
の
多
く
が
相
対
化
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
い
く
つ
か
を
指
摘
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

東
岸
に
人
の
声
あ

っ
て
勧
め
遣
る

(釈
迦
の
教
法
)
:
西
岸

の
上
に
人

有

っ
て
喚
ぶ

(弥
陀
の
願
意
)

西
岸

(極
楽
)
一
東
岸

(娑
婆
)

白
道
四
五
寸

(衆
生
の
願
往
生
心
11
微
)
:
水
火
の
二
河

(衆
生
の
貧
瞋

煩
悩
=
強
)

人
、
道

の
上
を
行
き
て
直
に
西
に
向
か
う

(衆
生
の
願
往
生
の
姿
)
:

群
賊
等
喚
び
回
す

(別
解
・
別
行

・
悪
見
人
等
に
よ
る
惑
乱
及
び
願
往
生

心
の
退
失
)

群
賊

・
悪
獣

(衆
生
の
六
根
な
ど
)
:
人
無
き
空
週
の
沢

(悪
友
に
随
い
、

善
知
識
に
値
わ
ず
)

水
波

(愛
心
)
:
火
焔

(
瞋嫌
)

(須
臾
に
西
岸
に
到
れ
ば
、
善
友
相
い
見
え
て
喜
ぶ
↓
)
二
尊
:
往
生
人
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(人
無
き
空
週
の
沢
↓
)
悪
友
:
善
知
識

(水
火
の
二
河
↓
)
衆
生
の
貧
愛

(水
)
:衆
生
の
瞋
憎

(火
)

(水
波
、
常
に
道
を
湿
す
↓
)
愛
心
:
善
心

(火
焔
、
常
に
道
を
焼
く
↓
)
瞋
嫌
:
法
財

こ
の
よ
う
に
二
河
白
道
の
譬
喩
は
、
多
く
の
相
対
概
念
が
散
り
ぼ
め

ら
れ
て
い
る
。
無
論
、
今
さ
ら
こ
う
し
た
事
実
を
指
摘
す
る
ま
で
も
な

か
ろ
う
が
、
あ
え
て
取
り
上
げ
た
意
図
は
次

の
点
に
あ
る
。

つ
ま
り
、

法
然
以
前
と
以
後
と
を
問
わ
ず
、
「こ
う
し
た
相
対
概
念
を
立
て
る
教

え
は
究
極

の
教
え
で
は
な
い
、
レ
ベ
ル
が
低
い
」
と
す
る
非
難
が

後
を

絶
た
な
い
か
ら
で
あ
り
、
あ
ろ
う
こ
と
か
、
聖
道
門
に
よ
る
こ
う
し
た

物
言
い
に
対
し
、
深
く
吟
味
も
せ
ず
、
そ
れ
に
呑
み
込
ま
れ
、
迎
合
し

て
し
ま
う
者
が
多

い
こ
と
を
危
惧
す
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「浄

土
三
部
経
」
に
説
か
れ
る
酬
因
感
果
の
阿
弥
陀
仏
や
有
相
荘
厳

の
極
楽

浄
土
を
そ

の
教
学
中

に
取
り
込
ん
で
、
絶
対
的

一
元
論

(不
二
絶
対
)

の
も
と
で
唯
心
浄
土

・
自
性
弥
陀

・
心
仏
衆
生
三
法
無
差
別
な
ど
と

い
っ
た
用
語
に
よ
っ
て
そ
の
本
質
を
曲
解
し
た
あ
げ
く
、
そ
う
し
た
あ

り
よ
う
こ
そ
究
極

の
姿

で
あ
り
、
本
質
で
あ
る
と
強
弁
す
る
始
末
と
な

る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
善
導

・
法
然

の
教
学
体
系
が
、
そ
う
し
た
絶
対
的

一
元
論

を
そ
れ
こ
そ
絶
対
的
な
基
盤
と
は
せ
ず
、
そ
れ
と
対
局
に
あ
る
相
対
的

二
元
論

(而
二
相
対
)
の
視
点
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

つ

ま
り
、
偏
依
善
導

一
師
を
旗
印
に
し
て
法
然
が
開
宗
さ
れ
た
浄
土
宗
は
、
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仏
と
凡
夫
、
極
楽
浄
土
と
娑
婆
世
界
な
ど
を
、

こ
と
ご
と
く
対
極
に
据

え
た
教
え
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
法
然
の
教

え
が
、
絶
対
的
救
い
主

で
あ
る
阿
弥
陀
仏
と
究
極
の
救

い
の
場
と
し
て
の
西
方
極
楽
浄
土
と
を

説
く
相
対
的
二
元
論
の
視
点
に
立

っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
結
果
と
し
て
、

当
時
の
仏
教
界
の
支
配
的
常
識

で
あ
っ
た
差
別
的
機
根
観
と
差
別
的
世

界
観
を
打
破
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
法
然
の
教

え
が
、
自
力
の
仏
教
か
ら
他
力

の
仏
教

へ
、
智
慧
の
仏
教
か
ら
慈
悲
の

仏
教

へ
、
悟
り
の
仏
教
か
ら
救
い
の
仏
教

へ
と
、
そ
の
常
識
を

一
八
○

度
転
換
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
所
以
は
正
に
こ
こ
に
あ
る
。

と
は
い
え
、
こ
う
し
た
法
然

の
教
説
を
曲
解
し
、
絶
対
的

一
元
論
を

是
と
す
る
本
覚
思
想
に
再
び
還
帰
し
た
法
然
門
下
が
多
く
い
た
の
も
事

実
で
あ
る
。
本
覚
思
想
に
翻
弄
さ
れ
た
法
然
門
下
の
主
張
は

「念
仏
を

相
続
す
る
教
え
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
を
疑

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
」

と
い
う
選
択
本
願
念
仏
の
誤

っ
た
受
け
止
め
方

に
端
を
発
す
る
。
必
然

的
に
そ
の
流
れ
は
行

の
軽
視

・
信

の
強
調
と
い
う
果
て
し
な
き
螺
旋
の

渦
に
巻
き
込
ま
れ
、
い
つ
し
か
行
を
修
め
る
主
体
ぼ
か
り
か
、
信
を
発

す
主
体
ま
で
も
見
失
う
こ
と
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
三
心
を
発
す
主
体

を
凡
夫
の
側
か
ら
阿
弥
陀
仏
の
側

へ
と
委
ね
ざ

る
を
得
な
い
理
論
を
提

唱
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
最
終
的
に
娑
婆
と
浄
土
、
仏
と
凡
夫
と
の

隔
絶
と
い
う
法
然
が
主
唱
し
た
相
対
的
二
元
論

の
世
界
観
を
も
放
棄
す

る
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
た
経
緯
を
経

て
成

立
し
た
彼
ら
の
主
張
は
、

詰
ま
る
と
こ
ろ
、
煩
悩
即
菩
提

・
生
死
即
涅
藥

・
娑
婆
即
浄
土

・
絶
対

1
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他

力

即
絶

対

自

力

・
念

仏

即

一
切

行

、

あ

る

い
は
、

唯

心

浄

土

・
自

性

弥

陀

と

い

っ
た
方

向

性

に
還
帰

せ
ざ

る
を

得

な

い
。

し

か

し

、
既

に

法

然

は
凡

夫

が

発

す
信

の
境

界

に

つ
い

て
周

知

し
、

い
く

つ
か

の
こ

法

語

を

通

じ

て

そ

の
周

辺

の
消

息

を

明
ら

か

に
さ

れ

て

い

る
。

た

だ
し
こ
の
三
心

の
中

に
、
至

誠
心
を

や
う
や

う
に

こ
こ
ろ
え

て
、

こ
と
に

ま

こ
と
を
い
た
す

こ
と
を
、

か
た
く
申

し
な
す

と
も
が
ら
も
侍
る
に
や
。
し

か
ら
ぼ
弥
陀

の
本
願

の
本
意

に
も
た
が

ひ
て
、
信

心
は
か
け
ぬ
る
に

て
あ

る

べ
き
な

り
。

い
か

に
信
力

を

い
た
す
と

い
ふ
と
も
、
か
か
る
造

悪

の
凡
夫

の

身

の
信
力

に
て
、
ね

が
ひ
を
成

就
せ
む

ほ
ど
の
信
力

は
、

い
か

で
か
侍

る
べ

き
。
た
だ

一
向

に
往
生

を
決
定

せ
む
ず

れ
ぼ
こ
そ

、
本
願

の
不
思
議

に
て
は

侍
け

れ
。
さ
や
う

に
信
力

も
ふ
か
く
、

よ
か
ら
む
人

の
た
め

に
は
、
か
か

る

あ
な

が
ち

に
不
思
議

の
本
願

お

こ
し

た
ま
ふ
べ
き

に
あ
ら
ず
、

こ
の
道
理

お

ば
存
じ
な
が
ら
、
ま

こ
と
し
く
専
修
念
仏

の

一
行

に
い
る
人

い
み
じ
く
あ

り

が
た
き
な
り
。

(『
昭
法
全
』
四
〇
九
頁
)

こ

の
よ

う

に
法

然

は
、

至

誠

心

を

発

す

主

体

を

阿

弥

陀

仏

の
側

へ
委

ね

か

ね

な

い
見

解

を
強

く

戒

め

、

た

と

え

私

た

ち

凡

夫

が

ど

れ

ほ

ど

に

信

心

の
力

を

注

こ

う

と

し

て
も

、

凡

夫

の
信

心

に
往

生

と

い
う

願

い
を

叶

わ

せ

る

ほ

ど

の
力

が

ど

う

し

て
あ

る
も

の

か
、

自

ら

往

生

を

遂

げ

る

ほ

ど
信

心

の
力

が
強

い
者

の
た

め

に

阿

弥

陀

仏

は
本

願

を

誓

わ
れ

た

わ

け

で

は

な

い
、

と
述

べ

ら

れ

て

い
る

。

こ
う

し

た

こ

法

語

か

ら
も

、

凡

夫

の
信

力

の
強

弱

や

堪

不

に

よ

っ
て
浄

土

往

生

が

叶

う

も

の
で

は

な

い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
凡
夫
救
済
の
根
拠
は
阿
弥
陀
仏
の
み
名
を
称

え
る
選
択
本
願
念
仏
行
に
の
み
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
法
然
は
次
の
よ

う
に
も
述
べ
ら
れ
る
。

問
ふ
て
曰
く
、
臨
終
の
一
念
は
百
年
の
業
に
す
ぐ
れ
た
り
と
申
す
は
、
平
生

の
念
仏
の
中
に
、
臨
終
の
一
念
ほ
ど
の
念
仏
を
ぼ
申
し
い
た
し
候
ま
じ
く
候

や
ら
ん
。
答
ふ
、
三
心
具
足
の
念
仏
は
お
な
じ
事
な
り
。
(『同
前
』六
四
〇
頁
)

法
然
は
、
臨
終
行
儀
に
偏
重
し
た
当
時
の
風
潮
を
戒
め
つ
つ
、
尋
常

の
念
仏
と
臨
終

の
念
仏
と
に
質
的
な
相
違
の
な

い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
無
論
、
と
も
す
る
と
現
代
に
お
い
て
も
、
私
た
ち
凡
夫
は
、
そ

の
分
際
も
わ
き
ま
え
ず
、
最
期
臨
終
に
お
け
る
状
況
を
鑑
み
、
そ
の
際

の
切
迫
し
た
心
境
で
称
え
る
念
仏
を
、
日
常
の
心
境
で
称
え
る
念
仏
よ

り
も
功
徳
が
あ
る
も
の
と
考
え
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
思

い
違

い
も
、
突
き
詰
め
て
考
え
れ
ぼ
、
凡
夫

の
信
の
力
が
、
本
願
念
仏
、

も
し
く
は
、
浄
土
往
生
の
何
ら
か
の
助
け
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
い

う
驕
り
か
ら
生
じ
た
異
解

に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
凡
夫
の
機
根

の
相
違
に
基
づ
く
信
の
強
弱

・
堪
不
な
ど
、
阿
弥
陀
仏

の
視
点
に
立
て

ぼ
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
は
失
念
し
て
は
な
ら

な

い
。
凡
夫
の
側
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
で
あ
る
機
辺
と
仏
の
側
か
ら
の

ア
プ

ロ
ー
チ
で
あ
る
仏
辺
と
を
決
し
て
混
同
し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ

る
。
善
導

・
法
然

・
聖
光

・
良
忠
と
い
う
二
祖
三
代
の
伝
統
を
い
た
だ

く
浄
土
宗
義

の
基
底
に
、
以
上
の
よ
う
な
、
あ
く
ま
で
も
絶
対
的
救
済

者

で
あ
る
阿
弥
陀
仏
が
発
さ
れ
た
本
願
念
仏

(仏
辺
)
と
ど
こ
ま
で
も

1 7
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煩
悩
具
足

の
凡
夫
が
発
し
具
え
る
べ
き
三
心

(機
辺
)
と
の
峻
別
が
貫

か
れ
て
い
る
こ
と
を
私
た
ち
は
肝
に
銘
じ
て
お
か
ね
ぼ
な
ら
な
い
の
で

あ
り
、
二
河
白
道

の
譬
喩
は
そ
う
し
た
意
趣
を
見
事
に
表
現
し
た
教
え

な
の
で
あ

る
。

四

、
お
わ
り

に

最

後

に

本

書

最

終

問

答

で
あ

る
第

八
十

二
問

答

の
良

忠

に
よ

る

回
答

を
提

示

し

て
閣

筆

し

た

い
。

長

時

の
御

勤
め

は
、
生
年

三
十
六

の
夏

よ
り
、

七
十

七

の
春

に
至
る
ま

で
、

時
剋

一
分
も
違

え
ず
六
時

の
礼
讃

と
六
巻

の

『
阿
弥
陀
経
』

と
を
、
御
勤

め

候

い
き
。
御
念
仏

は
毎

日
に
六
萬

返
な
り
。
初

夜

の
後
、
暫
く
打

ち
臥

し
た

ま

う
。

子

の
半

ば

に
至

っ
て
、
驚

い
て
中
夜

の
行

法
を
始

め
ら
れ
候

い
し
。

後

に
は
御
音

あ

る
念
仏

に

て
、
後
夜

に
継
ぎ
、
後
夜

よ
り
夜

の
曙

る
ま

で
、

御
念
仏

の
声

は
、
懈

怠
あ

る
事

は
、
少

し
も
見

え
ず
候

い
き
。
晨

朝

と
日

中

と
日
没

と

の
礼
讃

は
、
御
堂

に
て
候

い
き
。
夜

の
中

に
大
略
六
萬

返
は
、

御

勤

め
候

い
し
様

な

り
。

「御
念

仏

の
中

に
時
時
、
助

け
た

ま
え
阿
弥
陀
仏

と

雑

じ

え
言
う

」
と
仰

せ
ら
れ
候
う
。

如
法
、
勇
猛

に
見
え

た
ま

い
候

い
き
。

八
旬

の
老
体
、
寒

熱

の
時

に
至

っ
て
も
、
少

し
も
怠
ら
ず

御
坐
し
候
し
な
り
。

(『
浄
土
宗
聖
典
』

五

・
三
七

一
)

聖

光

に

よ

る
実

に

尊

き

念

仏

相

続

の
あ

り

さ

ま

が

語

ら

れ

て

い
る
。

良

忠

は
、

聖

光

の

こ
う

し

た

日

々

の
行

実

を

目

の
当

た

り

に

さ
れ

て

い

た

。

無

論

聖

光

は
、

法

然

に
よ

る

日

課

六

万

遍

の
あ

り

さ
ま

を

拝

見

さ

良
忠
上

人
撰

『
決
答
授
手
印
疑
問
抄
』
を
め
ぐ

る

一
考
察

(林

田
)

れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
念
仏
相
続
の
生
活
と
な

っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
正
に
法
然
が
述
べ
ら
れ
る

「智
者
の
ふ
る
ま
い
を

せ
ず

し
て
た
だ

一
向

に
念
仏
す
べ
し
」
を
具

現
化
し
た
日
々
の
行
実

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
最
終
問
答
に
お
い
て
こ
う

し
た
師

の
伝
歴
を
子
細

に
述
べ
ら
れ
た
由
縁
が
、
生
涯
を
通
じ
て
師
が
修
め
続
け
ら
れ
た
念
仏

相
続
を
軽
ん
じ
、
師
が
常

に
仰
せ
ら
れ
た

「助
け
た
ま
え
」
と
の
思

い

を
基
調
と
す
る
三
心
の
理
解
を
曲
解
し
た
輩
に
対
す
る
良
忠
の
強

い
憤

り
か
ら
で
あ
っ
た
の
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
念
仏

相
続
を
軽
ん
ず
る
輩
に

対
し
て
良
忠
が
厳
し
い
姿
勢
で
対
峙
さ
れ
た
の
は
当
然
の
帰
結
な
の
で

あ
る
。

以
上
、
五
重
相
伝

の
四
重
伝
書
に
据
え
ら
れ
た

『決
答
抄
』
理
解
に

お
い
て
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
良
忠
に
よ
る

『決
答
抄
』
…撰
述

の
意

図
、
二
河
白
道

の
譬
喩
を
通
じ
た
浄
土
宗
義
理
解

の
基
本
に
つ
い
て
言

及
し
て
き
た
。
大
方
の
諸
賢
に
よ
る
ご
叱
正
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

(紙
面
の
都
合
上
、
詳
細
な
検
討
は
別
稿
に
譲
り
、
末
註
は
略
す
。)

〈キ
ー

ワ
ー
ド
〉

聖
光
、

良
忠
、

『授

手
印

』
、
『
領
解
抄

』
、
『
決
答
抄
』
、
一

河
白
道

(大
正
大
学
専
任
講
師

・
浄
土
宗
総
合

研
究

所
研
究
員
)

1
7
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ture of that work is its emphasis on living freely without attachment to the 

concept of enlightenment. 

30. A "12 Division of Time" in Chan Dunhuang document Pelliot chinois 

#3604 

Szu-wei LU 

This document is based on the division of time named "the twelve horary 
signs," and elaborated in the twelve kinds of verses. The unknown author of 

this document states his thought and practices of Chan through these verses. 

This was formed under the influence of the Northern Chan School before 
the eighth century, characterized by Nembutsu (Buddha-Contemplation)-Chan 

syncretism. 

31. The Problem of An Account of the Coming East of Huineng's Dingxiang 

Young-sik JEONG

In this article, I have examined a Korean text An Account of the Coming

East of Huineng's Dingxiang written by a Korean monk Kakhun(覚 訓). It

tells the story that a Silla monk Kim Deabi(金 大 悲)tried to cut the head off

the corpse of Huineng, an episode mentioned in the Jingde Chuandenglu

(1004).However, this document is based on two materials:the Sanggaesa jin-

gamsonsa daegong tappi双 渓 寺 真 鑑 禅 師 大 空 塔 碑and the Samguk yusa

三 国 遺 事.Two problems are focused on here. First, a'Dingxiang'portrait of

a Chan master is equivalent to a 'head';second, the creation of the monk

Kim Deabi金 大 悲just originated from a sentence that"there is a statue of

Taebi大 悲in Paengnyul(栢 栗)Temple".

32.The Ketto Jushuin Gimonsho(決 答 授 手 印 疑 問 抄)of Ryochu(良 忠)

Kojun HAYASHIDA

This paper is a study about the reason why Ryochu(良 忠)wrote the Ketto
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(142) Abstracts

Jushuin Gimonsho(決 答 授 手 印 疑 問 抄). Honen, Shoko(聖 光), and subsequent-

ly Ryochu, throughout their lives held a relative, not an absolute, standpoint.

The typical explanation of this standpoint is just a metaphor of two rivers

and a white path(niga-byakudo二 河 白 道), and we must try to understand the

three thoughts(sanjin三 心)through this metaphor.

33.On the Dacheng wuliangshou zhuangyan jing大 乗 無 量 寿 荘 厳 経in

Shoko's Works

Shoji GUNJIMA

The Dacheng wuliangshou zhuangyan jing大 乗 無 量 寿 荘 厳 経(Zhuangyan

jing荘 厳 経)was translated in the Song period as another version of the Wul-

iangshou jing無 量 寿 経. No one has explained when this text was imported

into Japan. Shoko noted in one of his works that he saw a copy of the

Zhuangyan jing at the Munakata shrine. So we know that the Zhuangyan

jing was imported before the Koryo printed version. Shoko quoted this text

in his Jodoshu yoshu(Seijuyo)and Tetsu senchaku hongan nenbutushu(Tet-

susenchaku). Therefore, we know that Shoko made a careful reading of the

Zhuangyan jing and tried to resolve the difficult points of the original text.

Shoko's works, Seijuyo and Tetsu senchaku, that quoted the Zhuangyan jing

were written in his later years. The most explicit details were expounded in

the Tetsu senchaku. I believe Shoko's thought changed from the Seijuyo to

the Tetsu senchaku.

34. Yukai's View of Bonno-soku-bodai 

Mayuri RINZAN 

In this article, I examine how Yukai understood the concept of bonno-
soku-bodai (klesa or afflictions are the same as bodhi or enlightenment). Yukai 

(1345-1416) was a Muromachi era scholar-monk of the Shingon School. In his 
first work, the Hokyosho, he criticized the heretical Tachikawa Sect empha-

sizing their misunderstanding of bonno-soku-bodai. In his treatise, the bon-
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